
JP 2013-233699 A5 2015.8.13

10
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【発行日】平成27年8月13日(2015.8.13)

【公開番号】特開2013-233699(P2013-233699A)
【公開日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-063
【出願番号】特願2012-106743(P2012-106743)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    3/04     １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月26日(2015.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明のインクジェット記録装置は、第１の色のインクを吐出する複数の吐出口が所定
方向に配列された第１の吐出口列と、前記第１の色と異なる第２の色のインクを吐出する
複数の吐出口が前記所定方向に配列された第２の吐出口列と、前記第２の色と同系色の色
であり、前記第２の色と濃度が異なる色である第３の色のインクを吐出する複数の吐出口
が前記所定方向に配列された第３の吐出口列と、を少なくとも含む複数の色のインクを吐
出するための複数の吐出口列が、前記第１の吐出口列と前記第２の吐出口列が前記所定方
向と交差する交差方向に隣接するように、前記交差方向に並んで配置された記録ヘッドと
、前記記録ヘッドを記録媒体上の単位領域に対して前記交差方向に複数回走査させる走査
手段と、前記単位領域に記録する画像に対応する画像データを取得する第１の取得手段と
、前記第１の取得手段によって取得された前記画像データと、それぞれ前記複数の吐出口
列のそれぞれの位置における記録率を定める複数のマスクパターンと、に基づいて、前記
走査手段による前記複数回の走査のそれぞれにて前記単位領域にインクを吐出するために
用いる記録データを生成する生成手段と、前記走査手段によって走査されている前記記録
ヘッドから、前記生成手段によって生成された前記記録データに基づいてインクを吐出す
るように制御する制御手段と、を有するインクジェット記録装置であって、前記複数の吐
出口列の中に、前記第１の吐出口列以外に前記第１の色と同系色のインクを吐出する吐出
口列は存在せず、前記生成手段は、（ｉ）前記第１の取得手段によって取得された前記第
１の色のインクに対応する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの第１の
マスクパターンと、に基づいて、前記第１の色のインクに対応する前記記録データを生成
し、（ｉｉ）前記第１の取得手段によって取得された前記第２の色のインクに対応する前
記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの前記吐出口列の前記所定方向の端部
における記録率と中央部における記録率の差分が前記第１のマスクパターンよりも小さい
第２のマスクパターンと、に基づいて、前記第２の色のインクに対応する前記記録データ
を生成することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００４４】
　一方、ステップＳ５において、ｎ＜７と判定された場合にはステップＳ６へ進み、色番
号ｎに対応する記録デューティＤｎの値が、予め決められた閾値Ｔｈ以上である否かを判
定する。記録デューティＤｎが閾値Ｔｈ未満、つまり所定値未満と判定された場合には、
隣接する記録素子列に与える気流の影響が小さいと判断して、ステップＳ９へ進む。この
ステップＳ９においては、適用するマスクパターンとして、記録素子列の端部に位置する
記録素子の記録率が２０％、かつ中央部に位置する記録素子の記録率が８０％に設定され
た図８（ａ）のマスクパターンＡを選択する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　記録デューティＤｎが閾値Ｔｈ以上（Ｄｎ≧Ｔｈ）のとき、つまり所定値以上のときに
は、ステップＳ７へ進む。ステップＳ７では、記録装置において用いられるインクの中に
、隣接する記録素子列から吐出されるインクと同系色の濃インクまたは淡インクがある否
かを判定する。以下、記録デューティＤｎが閾値Ｔｈ以上（Ｄｎ≧Ｔｈ）の記録素子列を
「本記録素子列」、また、それに隣接する記録素子列を「隣接記録素子列」ともいう。記
録装置において用いられるインクの中に、隣接記録素子列から吐出されるインクと同色系
の濃インクまたは淡インクがない場合、その隣接記録素子列が気流の影響を受けると最終
的な記録画像への影響が大きいと判断して、ステップＳ８に進む。そして、そのステップ
Ｓ８において、本記録素子列に適用するマスクパターンとして、記録素子列の端部に位置
する記録素子の記録率が３０％、中央部に位置する記録素子の記録率が７０％に設定され
た図８（ｂ）のマスクパターンＢを選択する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　図１４は、本実施形態において、各記録素子列に適用されるマスクパターンの決定処理
を説明するためのフローチャートである。前述した図９の処理と同様の部分には同一符号
を付して、その説明を省略する。また、前述した第２の実施形態と同様に、記録デューテ
ィＤｎが閾値Ｔｈ以上（Ｄｎ≧Ｔｈ）の記録素子列を「本記録素子列」、また、それに隣
接する記録素子列を「隣接記録素子列」ともいう。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色のインクを吐出する複数の吐出口が所定方向に配列された第１の吐出口列と、
前記第１の色と異なる第２の色のインクを吐出する複数の吐出口が前記所定方向に配列さ
れた第２の吐出口列と、前記第２の色と同系色の色であり、前記第２の色と濃度が異なる
色である第３の色のインクを吐出する複数の吐出口が前記所定方向に配列された第３の吐
出口列と、を少なくとも含む複数の色のインクを吐出するための複数の吐出口列が、前記
第１の吐出口列と前記第２の吐出口列が前記所定方向と交差する交差方向に隣接するよう
に、前記交差方向に並んで配置された記録ヘッドと、
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　前記記録ヘッドを記録媒体上の単位領域に対して前記交差方向に複数回走査させる走査
手段と、
　前記単位領域に記録する画像に対応する画像データを取得する第１の取得手段と、
　前記第１の取得手段によって取得された前記画像データと、それぞれ前記複数の吐出口
列のそれぞれの位置における記録率を定める複数のマスクパターンと、に基づいて、前記
走査手段による前記複数回の走査のそれぞれにて前記単位領域にインクを吐出するために
用いる記録データを生成する生成手段と、
　前記走査手段によって走査されている前記記録ヘッドから、前記生成手段によって生成
された前記記録データに基づいてインクを吐出するように制御する制御手段と、を有する
インクジェット記録装置であって、
　前記複数の吐出口列の中に、前記第１の吐出口列以外に前記第１の色と同系色のインク
を吐出する吐出口列は存在せず、
　前記生成手段は、（ｉ）前記第１の取得手段によって取得された前記第１の色のインク
に対応する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの第１のマスクパターン
と、に基づいて、前記第１の色のインクに対応する前記記録データを生成し、（ｉｉ）前
記第１の取得手段によって取得された前記第２の色のインクに対応する前記画像データと
、前記複数のマスクパターンのうちの前記吐出口列の前記所定方向の端部における記録率
と中央部における記録率の差分が前記第１のマスクパターンよりも小さい第２のマスクパ
ターンと、に基づいて、前記第２の色のインクに対応する前記記録データを生成すること
を特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記記録媒体上に対する前記第２の色のインクの吐出量に関する情報を取得する第２の
取得手段を更に有し、
　前記生成手段は、（ｉｉ－１）前記第２の取得手段によって取得された前記情報が示す
インクの吐出量が所定の閾値よりも多い場合、前記第１の取得手段によって取得された前
記第２の色のインクに対応する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの前
記第２のマスクパターンと、に基づいて、前記第２の色のインクに対応する前記記録デー
タを生成し、（ｉｉ－２）前記第２の取得手段によって取得された前記情報が示すインク
の吐出量が前記所定の閾値よりも少ない場合、前記第１の取得手段によって取得された前
記第２の色のインクに対応する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの前
記第１のマスクパターンと、に基づいて、前記第２の色のインクに対応する前記記録デー
タを生成することを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記走査手段によって前記記録ヘッドを前記単位領域に対して第１の回数だけ走査させ
て記録を行う第１の記録モードと、前記走査手段によって前記記録ヘッドを前記単位領域
に対して前記第１の回数よりも多い第２の回数だけ走査させて記録を行う第２の記録モー
ドと、を含む複数の記録モードのうち、前記記録媒体に記録を行う際に実行する記録モー
ドとして１つの記録モードを決定する決定手段を更に有し、
　前記生成手段は、（ｉｉ－１）前記決定手段によって前記第１の記録モードが実行する
記録モードとして決定された場合、前記第１の取得手段によって取得された前記第２の色
のインクに対応する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの前記第２のマ
スクパターンと、に基づいて、前記第２の色のインクに対応する前記記録データを生成し
、（ｉｉ－２）前記決定手段によって前記第２の記録モードが実行する記録モードとして
決定された場合、前記第１の取得手段によって取得された前記第２の色のインクに対応す
る前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの前記第１のマスクパターンと、
に基づいて、前記第２の色のインクに対応する前記記録データを生成することを特徴とす
る請求項１または２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記第３の色は、前記第２の色よりも濃度が高い色であって、
　前記生成手段は、前記第１の取得手段によって取得された前記第３の色のインクに対応
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する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの前記第１のマスクパターンと
、に基づいて、前記第３の色のインクに対応する前記記録データを生成することを特徴と
する請求項１から３のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記第２のマスクパターン内の前記吐出口列の前記所定方向の中央部における記録率は
、前記第１のマスクパターン内の前記吐出口列の前記所定方向の中央部における記録率よ
りも低く、前記第２のマスクパターン内の前記吐出口列の前記所定方向の端部における記
録率は、前記第１のマスクパターン内の前記吐出口列の前記所定方向の端部における記録
率よりも高いことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項６】
　前記走査手段は、少なくとも前記交差方向に沿って前記第２の吐出口列側から前記第１
の吐出口列側に向かう方向に前記記録ヘッドを走査させることを特徴とする請求項１から
５のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　第１の色のインクを第１のサイズのインク滴にて吐出する複数の吐出口が所定方向に配
列された第１の吐出口列と、前記第１の色と異なる第２の色のインクを第２のサイズのイ
ンク滴にて吐出する複数の吐出口が前記所定方向に配列された第２の吐出口列と、前記第
２の色のインクを前記第２のサイズと異なる第３のサイズのインク滴にて吐出する複数の
吐出口が前記所定方向に配列された第３の吐出口列と、を少なくとも含む複数の吐出口列
が、前記第１の吐出口列と前記第２の吐出口列が前記所定方向と交差する交差方向に隣接
するように、前記交差方向に並んで配置された記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドを記録媒体上の単位領域に対して前記交差方向に複数回走査させる走査
手段と、
　前記単位領域に記録する画像に対応する画像データを取得する第１の取得手段と、
　前記第１の取得手段によって取得された前記画像データと、それぞれ前記複数の吐出口
列のそれぞれの位置における記録率を定める複数のマスクパターンと、に基づいて、前記
走査手段による前記複数回の走査のそれぞれにて前記単位領域にインクを吐出するために
用いる記録データを生成する生成手段と、
　前記走査手段によって走査されている前記記録ヘッドから、前記生成手段によって生成
された前記記録データに基づいてインクを吐出するように制御する制御手段と、を有する
インクジェット記録装置であって、
　前記複数の吐出口列の中に、前記第１の色のインクを前記第１のサイズと異なるサイズ
のインク滴にて吐出する吐出口列は存在せず、
　前記生成手段は、（ｉ）前記第１の取得手段によって取得された前記第１の吐出口列に
対応する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの第１のマスクパターンと
、に基づいて、前記第１の吐出口列に対応する前記記録データを生成し、（ｉｉ）前記第
１の取得手段によって取得された前記第２の吐出口列に対応する前記画像データと、前記
複数のマスクパターンのうちの前記吐出口列の前記所定方向の端部における記録率と中央
部における記録率の差分が前記第１のマスクパターンよりも小さい第２のマスクパターン
と、に基づいて、前記第２の吐出口列に対応する前記記録データを生成することを特徴と
するインクジェット記録装置。
【請求項８】
　同じ色のインクを吐出する複数の吐出口が所定方向に配列された吐出口列を複数の色の
インクごとに複数有し、複数の前記吐出口列が前記所定方向と交差する交差方向に並んで
配置された記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドを記録媒体上の単位領域に対して前記交差方向に複数回走査させる走査
手段と、
　前記単位領域に記録する画像に対応する前記複数の色のインクのそれぞれに対応する画
像データを取得する第１の取得手段と、
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　前記第１の取得手段によって取得された前記複数の色のインクのそれぞれに対応する前
記画像データのそれぞれに対して、それぞれ前記複数の吐出口列のそれぞれの位置におけ
る記録率を定める複数のマスクパターンの中から１つの前記マスクパターンを選択する選
択手段と、
　前記第１の取得手段によって取得された複数の色のインクのそれぞれに対応する前記画
像データと、前記選択手段によって選択された前記複数の色のインクのそれぞれに対応す
る前記マスクパターンと、に基づいて、前記走査手段による前記複数回の走査のそれぞれ
にて前記単位領域にインクを吐出するために用いる前記複数の色のインクのそれぞれに対
応する記録データを生成する生成手段と、
　前記走査手段によって走査されている前記記録ヘッドから、前記生成手段によって生成
された前記記録データに基づいてインクを吐出するように制御する制御手段と、を有する
インクジェット記録装置であって、
　前記選択手段は、（ｉ）１つの前記吐出口列に関し、前記交差方向に隣接する他の前記
吐出口列が、前記複数の吐出口列の中に当該他の吐出口列以外に当該他の吐出口列から吐
出するインクの色と同系色のインクを吐出する吐出口列が存在する吐出口列である場合、
前記１つの吐出口列から吐出するインクに対応する前記画像データに対して前記複数のマ
スクパターンのうちの第１のマスクパターンを選択し、（ｉｉ）１つの前記吐出口列に関
し、前記交差方向に隣接する他の前記吐出口列が、前記複数の吐出口列の中に当該他の吐
出口列以外に当該他の吐出口列から吐出するインクの色と同系色のインクを吐出する吐出
口列が存在しない吐出口列である場合、前記１つの吐出口列から吐出するインクに対応す
る前記画像データに対して前記複数のマスクパターンのうちの前記吐出口列の前記所定方
向の端部における記録率と中央部における記録率の差分が前記第１のマスクパターンより
も小さい第２のマスクパターンを選択することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項９】
　第１の色のインクを吐出する複数の吐出口が所定方向に配列された第１の吐出口列と、
前記第１の色と異なる第２の色のインクを吐出する複数の吐出口が前記所定方向に配列さ
れた第２の吐出口列と、前記第２の色と同系色の色であり、前記第２の色と濃度が異なる
色である第３の色のインクを吐出する複数の吐出口が前記所定方向に配列された第３の吐
出口列と、を少なくとも含む複数の色のインクを吐出するための複数の吐出口列が、前記
第１の吐出口列と前記第２の吐出口列が前記所定方向と交差する交差方向に隣接するよう
に、前記交差方向に並んで配置された記録ヘッドを記録媒体上の単位領域に対して前記交
差方向に複数回走査させる走査工程と、
　前記単位領域に記録する画像に対応する画像データを取得する第１の取得工程と、
　前記第１の取得工程において取得された前記画像データと、それぞれ前記複数の吐出口
列のそれぞれの位置における記録率を定める複数のマスクパターンと、に基づいて、前記
走査工程における前記複数回の走査のそれぞれにて前記単位領域にインクを吐出するため
に用いる記録データを生成する生成工程と、
　前記走査工程において走査されている前記記録ヘッドから、前記生成工程において生成
された前記記録データに基づいてインクを吐出するように制御する制御工程と、を有する
インクジェット記録方法であって、
　前記複数の吐出口列の中に、前記第１の吐出口列以外に前記第１の色と同系色のインク
を吐出する吐出口列は存在せず、
　前記生成工程は、（ｉ）前記第１の取得工程において取得された前記第１の色のインク
に対応する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの第１のマスクパターン
と、に基づいて、前記第１の色のインクに対応する前記記録データを生成し、（ｉｉ）前
記第１の取得工程において取得された前記第２の色のインクに対応する前記画像データと
、前記複数のマスクパターンのうちの前記吐出口列の前記所定方向の端部における記録率
と中央部における記録率の差分が前記第１のマスクパターンよりも小さい第２のマスクパ
ターンと、に基づいて、前記第２の色のインクに対応する前記記録データを生成すること
を特徴とするインクジェット記録方法。
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【請求項１０】
　第１の色のインクを第１のサイズのインク滴にて吐出する複数の吐出口が所定方向に配
列された第１の吐出口列と、前記第１の色と異なる第２の色のインクを第２のサイズのイ
ンク滴にて吐出する複数の吐出口が前記所定方向に配列された第２の吐出口列と、前記第
２の色のインクを前記第２のサイズと異なる第３のサイズのインク滴にて吐出する複数の
吐出口が前記所定方向に配列された第３の吐出口列と、を少なくとも含む複数の吐出口列
が、前記第１の吐出口列と前記第２の吐出口列が前記所定方向と交差する交差方向に隣接
するように、前記交差方向に並んで配置された記録ヘッドを記録媒体上の単位領域に対し
て前記交差方向に複数回走査させる走査工程と、
　前記単位領域に記録する画像に対応する画像データを取得する第１の取得工程と、
　前記第１の取得工程において取得された前記画像データと、それぞれ前記複数の吐出口
列のそれぞれの位置における記録率を定める複数のマスクパターンと、に基づいて、前記
走査工程における前記複数回の走査のそれぞれにて前記単位領域にインクを吐出するため
に用いる記録データを生成する生成工程と、
　前記走査工程において走査されている前記記録ヘッドから、前記生成工程において生成
された前記記録データに基づいてインクを吐出するように制御する制御工程と、を有する
インクジェット記録方法であって、
　前記複数の吐出口列の中に、前記第１の色のインクを前記第１のサイズと異なるサイズ
のインク滴にて吐出する吐出口列は存在せず、
　前記生成工程は、（ｉ）前記第１の取得工程において取得された前記第１の吐出口列に
対応する前記画像データと、前記複数のマスクパターンのうちの第１のマスクパターンと
、に基づいて、前記第１の吐出口列に対応する前記記録データを生成し、（ｉｉ）前記第
１の取得工程において取得された前記第２の吐出口列に対応する前記画像データと、前記
複数のマスクパターンのうちの前記吐出口列の前記所定方向の端部における記録率と中央
部における記録率の差分が前記第１のマスクパターンよりも小さい第２のマスクパターン
と、に基づいて、前記第２の吐出口列に対応する前記記録データを生成することを特徴と
するインクジェット記録方法。
【請求項１１】
　同じ色のインクを吐出する複数の吐出口が所定方向に配列された吐出口列を複数の色の
インクごとに複数有し、複数の前記吐出口列が前記所定方向と交差する交差方向に並んで
配置された記録ヘッドを、記録媒体上の単位領域に対して前記交差方向に複数回走査させ
る走査工程と、
　前記単位領域に記録する画像に対応する前記複数の色のインクのそれぞれに対応する画
像データを取得する第１の取得工程と、
　前記第１の取得工程において取得された前記複数の色のインクのそれぞれに対応する前
記画像データのそれぞれに対して、それぞれ前記複数の吐出口列のそれぞれの位置におけ
る記録率を定める複数のマスクパターンの中から１つの前記マスクパターンを選択する選
択工程と、
　前記第１の取得工程において取得された複数の色のインクのそれぞれに対応する前記画
像データと、前記選択工程において選択された前記複数の色のインクのそれぞれに対応す
る前記マスクパターンと、に基づいて、前記走査工程における前記複数回の走査のそれぞ
れにて前記単位領域にインクを吐出するために用いる前記複数の色のインクのそれぞれに
対応する記録データを生成する生成工程と、
　前記走査工程において走査されている前記記録ヘッドから、前記生成工程において生成
された前記記録データに基づいてインクを吐出するように制御する制御工程と、を有する
インクジェット記録方法であって、
　前記選択工程は、（ｉ）１つの前記吐出口列に関し、前記交差方向に隣接する他の前記
吐出口列が、前記複数の吐出口列の中に当該他の吐出口列以外に当該他の吐出口列から吐
出するインクの色と同系色のインクを吐出する吐出口列が存在する吐出口列である場合、
前記１つの吐出口列から吐出するインクに対応する前記画像データに対して前記複数のマ
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スクパターンのうちの第１のマスクパターンを選択し、（ｉｉ）１つの前記吐出口列に関
し、前記交差方向に隣接する他の前記吐出口列が、前記複数の吐出口列の中に当該他の吐
出口列以外に当該他の吐出口列から吐出するインクの色と同系色のインクを吐出する吐出
口列が存在しない吐出口列である場合、前記１つの吐出口列から吐出するインクに対応す
る前記画像データに対して前記複数のマスクパターンのうちの前記吐出口列の前記所定方
向の端部における記録率と中央部における記録率の差分が前記第１のマスクパターンより
も小さい第２のマスクパターンを選択することを特徴とするインクジェット記録方法。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１４】
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